
防災無線が無くなることは仕方ないことである
が、地域放送等による案内はどのようになるの
か。圧倒的にきたひろネット加入者が多いが、野
菜の市況放送等を楽しみにしている人もいる。

芸北地域全般の地域放送は流れるのか。

スマートフォンや携帯を持っていない人もいると
思われるが、町内でおおよそ何%程度いると想
定しているか。また、資料には固定電話による放
送は任意であるとの記述があるが、どのようにな
るのか。

地域放送による野菜の市況放送は現在検討中で、きたひろネットから流すことができないか相談していくつもりであ
る。
地域放送全般においては、きたひろネットでは行政区長等による地域の特番があり、ページング放送が可能である。行
事の案内などはこれを利用してほしい。携帯電話や固定電話で録音し、予約することでページング放送ができ、大変便
利なものである。今まで、使ったことがない場合は番号ややり方など、総務課（情報電算係）に問い合わせいただきた
い。

放送区分については、全庁放送、旧町単位の放送と分けていくつもりである。

町内におけるスマートフォン及び携帯電話を所持していない者の数については、把握していない。
固定電話に流す放送は任意であるとの記述については、地域の民生委員にお話をさせていただき、個々人の考え方に
もよるが、申請をされるかどうか判断をしていただくことになる。その他、広報紙等でもお知らせしていくつもりである。

現在、保育園と小学校に通う子供がおり、これま
で考えたことがなかったが、幼い子供を遊ばせ
られる公園が少ないと感じる。旧小学校区単位
での廃校の校庭を管理しているのか、していな
いのであればしてもらいたいし、地図上にも載
せてほしい。時々小学校にも遊びに行くが、遊具
がなく、土日のみしか行けないこともあり、毎日
気軽に遊びに行けるような場所が欲しい。

八幡地域については、㈱アンデルセン様が管理しているが、これを除く、全ての校庭は公園のような用途をもつ場所は
現在構えていない。
子どもたちが遊べる場についてだが、ある程度大きくなれば自然の中での遊びも楽しめるだろうが、幼い子どもの場合
はそうもいかず公園のような場所が欲しいというようなニーズはあると思う。これらはまだ整理はできていないが、遊
べるエリアと遊べないエリアと分けて、分かるような形になれば理想である。どのようにしていくかは検討が必要であ
り、遊具等を揃えることまでは難しいと思うが、遊べるスペースを分かるようにはしていきたいと思っている。

令和2年度まちづくり懇談会　意見交換要旨　（芸北会場）

質 問 回 答

1/5



令和2年度まちづくり懇談会　意見交換要旨　（芸北会場）

質 問 回 答

高校生が、土日や夕方に集まって勉強したり、友
人たちと会話ができるような施設がないので、例
えば図書館のような施設が芸北に欲しい、という
高校生の声を聞いている。

まだまだ学力を上げたいと思っている学生が通
える公営塾などの勉強ができる施設が欲しい。

10代、20代の若者の意見を聞く場を設けてい
るのか。

確かに芸北以外にも、現在そういった場所はない。これについては今後しっかり検討していきたいと考えている。

公営塾についてはどうしてもお金がかかることであり、そのような施設はない。北広島町内には県立学校が２校あり、
芸北分校と千代田高校には支援させていただいている。このことについては、さまざま形で検討していきたいと思って
いるが、この場での回答はできない。

若者の意見を聞く場について、10代の若者に対しては本町には私立も含めて３校の高校があり、今年度から高校生議
会という取り組みを行う予定であったが、コロナの影響により中止せざるを得ないこととなった。自分たちが思うまちづ
くりを提案するという形で、行っていくつもりで学校側とも話を詰めていたが、この度はできなかった。来年度はどのよ
うになるか分からないが、進めていきたいと思っている。
また、20代の若者とのそういった場はないが、集まりとして商工会青年部において意見交換会が昨年実施された。今
後も大きく時代が変わろうとしているため、そういった若者の意見を大切にしていきたいと考えており、しっかり議論す
る場を作っていきたい。

廃校の校舎の利用はどのようにすればできるの
か。例えば、雲月小学校の校舎の教室を使って
モノを印刷するなど、オフィスにしたいという者
がおり、実際にそういった利用ができるのか。

雲月小学校の体育館においては、茅プロジェク
トで昼間利用をしているが、そのあたりはどうな
のか。

廃校になった学校のほとんどが耐震基準を満たしておらず、そういった点で現状のままで利用していただくことはでき
ない。本来であれば、全ての校舎を解体することが当然であるが、予算の関係上できておらず、少しずつ対処していき
たい。

基準は様々あり、体育館については防火関係の基準を満たして茅を入れているのであり、そこで人が活動をするとい
うことはできない。
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町の事業で定住促進をしているが、草安地域に
も最近帰ってこられた方や空き家バンクを利用
して入られた方がいる。その地域で育った人な
ど、地域のあり様をよく知っている人は良いが、
全く知らない地域から空き家バンク制度を利用
して入られた人で、地域に何も言うことなく生活
している人がおり、誰が入っているのか、何をし
ているのか、分からないという状況がある。地域
として生活していくうえで、お互い知り合わなけ
ればいけないと思うのだが、なかなか地域に馴
染むということが難しいと感じることがあった。ま
ずは、地域に住むにあたっての決まり事や注意
点など地域との関わりについて、町としての指導
はあるのか。

社会の急激な変化についていけておらず、デジ
タル化など、時代に付いていきたい気持ちはあ
るが、分からない言葉や怖くて手が出せないも
のがある。芸北地域のように高齢化が進んでい
る中で、そういった者を対象とした教室や指導
等の学習の場を与えてほしい。

個人間で成約されたものについては、当方は把握していない。空き家バンクに登録していただき、マッチングする機会
があれば、地域の方と購入希望者が対面する場があり、今年度から各地域に集落支援員を１名ずつ配置している。そ
こで、３者で地域の事情等を含めた話をしながら購入を勧めている。

現在の地域づくりセンターでパソコン教室やスマートフォン等の操作の講座を開催している。そういったニーズを調査
しながら、対応できるような教室を検討していきたい。
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芸北の地域産業であるスキー場が今年営業しな
いところがある。暖冬やコロナの影響もあり、苦
しい部分もあると思うが、そこで働く地域の労働
者、民宿にも影響が出ている。町HPでコロナに
よる納税免除の情報を見たが、長期的な支援が
必要なのでは。

コロナにより売り上げが減少している飲食店、宿
泊業など色々あり、県の職員のボーナスを減ら
すという新聞記事を見た。北広島町の職員の給
料をHPで見たが、このままでやっていけるの
か、町民も苦しむ人がいる中で、減額するなどの
考えはあるか。

ごみ袋が小さいので、大きい袋を作ってほしい。
通常の袋よりさらに小さい袋を見たが、大きな家
電を買った際に、発泡剤を捨てるのに大変なの
で、特大サイズのものが欲しい。

スキー場については２年続きで暖冬であったため、非常に厳しい状況が続いていると思う。温暖化の影響もあるかもし
れないが、天候のことであるため見通せない部分があり難しいところである。しっかり雪が降るのが一番だが、スキー
シーズンのみ考えるのではなく、それ以外でも取り組みを行っていく考えが広がっている。コロナの面では、特に観光
事業、外食産業において大きな打撃を受けており、客を増やす取り組みを町としても行っているが、コロナ以前の状況
に戻るには至っていないのが現状。町としてもできる範囲内で支援してきたいと思っているので、ともに乗り越えてほし
い。

確かに、コロナにより売り上げが減少することや人口減少など色々な問題がある中で、皆さんから納めていただく税金
も減少していくことは我々も考えている。財政健全化ということで事業費全体を大きく減らしていかなければならない
動きに取り組んでいる。ただ、町としてやっていかなければならないこと、皆さんから要望のある事業などを鑑みなが
ら、全体としては縮小していく方向で持続可能な町であることを前提に、これからも事業に取り組んでいきたい。

今般、小さい袋を作成したのは、そのような要望があったためである。特大サイズは今までは要望がなかったことや特
大にするとその分料金が高くなることもあり、作っていない。そういった声が多いようであれば、検討したい。

北広島町が合併して16年になるが、当初は各地
域が平等であるよう、色々な面ですり合わせて
企画し、組織が同一になったが、最近思うのは完
全に横並びというのは無理ではないかと思う。
例えば、長期総合計画の中に各地域ごとに特化
した明確な指針を出した方が良いのではない
か。

実際には、旧町ごとにかなり特徴のある部分があるので、それを生かした形の地域づくりが重要であるため、そこを意
識して進めているつもりではある。今般のコロナ禍で自然体験などの３密を防げる環境は北広島町の中にあると思う。
また、サテライトオフィスなどの環境も整えば、需要はあるのではないかと思う。その際には、芸北地域が最も適してい
ると思う。このように、各々の特徴を生かした地域づくりが必要だと思うので、いろいろ議論し進めていきたい。

ごみの問題で、八幡から千代田のきれいセン
ターまでごみを運搬して処理しているが、リサイ
クルやリユースなどが必要で、ごみを減らす工夫
について町ではどのようにしているか。

本庁では敷地内に段ボールや新聞紙などを持って来てもらうスペースを設けており、お金にはならないが、リサイクル
に回していくという取り組みを行っている。例えば、ある地域ではごみを業者へ出し、地元へ還元するという取り組みを
しているところもあり、大朝地域ではこれを全体で行っている。現在は実証実験段階であるが、うまくいけば支所ごとに
そういったスペースを設けることも考えるが、そのあたりは今後地域の皆さんとも話をしながら方向性を出していく。
また、きれいセンターは施設が古くなってきており、あと８年程度で大規模改修が必要になってくる。四国（三豊市）に視
察に行ったが、そこでは燃えるごみと食物残渣を混ぜ、バクテリアにより分解し、燃料にするというやり方をしており、こ
れを本町でもできないか検討を進めている。
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今日の資料（FTTH化事業）は、各戸に配布され
るのか。

各戸へのこのままの配布は考えていないが、分かりやすくまとめたものを旧小学校単位や個別訪問等でできるだけ細
かく回るつもりでいるので、それ用のものを作成しようと思っている。㈱ちゅピ・COMがサービスを提供するので、そこ
と調整をしながら、これよりもわかりやすいものを作成し、お知らせするつもりである。
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